
  

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

     
 

   

 
 

 

                

 

昭
和
初
期
の
霞
ヶ
浦
航
路 

通
運
丸
を
続
々
と
就
航
さ
せ
、
関
東
の
河
川

航
路
に
覇
を
唱
え
た
内
国
通
運
も
、
鉄
道
網
の

発
達
と
い
う
時
代
の
流
れ
に
は
勝
て
ず
、
1919
［
大

正
８
］
年
に
は
、
通
運
丸
事
業(

船
舶
と
航
路
権)

を
東
京
通
船
に
売
却
し
、
川
で
の
汽
船
事
業
か

ら
は
撤
退
し
ま
し
た
。
通
運
丸
や
乗
組
員
を
そ

の
ま
ま
引
き
継
い
だ
東
京
通
船
は
、
1929
［
昭
和
４
］

年
に
、
社
名
を｢

東
京
通
運｣

と
変
更
し
、
利
根

川
上
流
か
ら
は
撤
退
。
翌
年
、
行
徳
航
路
を
分

離
し
、
銚
子
汽
船(

後
の
銚
子
通
運)

と
共
に
、
霞
ヶ

浦
と
利
根
川
下
流
域
と
を
結
ぶ
短
・
中
距
離
航

路
に
活
路
を
見
出
だ
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

1926

［
大
正
15
］
年
８
月
に
、
自
社
路
線(

後
の
関

東
鉄
道
鉾
田
線)

を
浜(

現
行
方
市
浜)

ま
で
延
伸
さ
せ

て
い
た
鹿
島
参
宮
鉄
道
が
、
1927

［
昭
和
２
］
年
５

月
、
汽
船｢

参
宮
丸｣

・｢

霞
丸｣

・｢

鹿
島
丸｣

に

よ
る
、
浜
～
麻
生
～
牛
堀
～
潮
来
～
鹿
島
大
船

津
間
の
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

東
京
通
運
は
、
1931

年
に
、
９
隻
の
船
舶
を
現
物
出

資
し
て｢

水
郷
遊
覧
汽
船｣

を
設
立
し
、
土
浦
～

鹿
島
大
船
津
間
の
航
路
権
を
譲
渡
し
ま
す
。
水

郷
遊
覧
汽
船
は
、
同
年
10
月
に
鹿
島
参
宮
鉄
道

船
舶
部
門
を
買
収
し
、
翌
年
に
は
社
名
を｢

水
郷

観
光
汽
船｣

に
変
更
し
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

搭
載
の
鋼
鉄
船｢

さ
つ
き
丸｣

と｢
あ
や
め
丸｣

と

を
就
航
さ
せ
ま
し
た
。
水
郷
観
光
汽
船
は
、
急

行
船
を
主
と
し
て
、
以
下
の
航
路
を
設
け
て
い

ま
す
。 

①
土
浦
～(

一
部
は
、
沖
宿
～
牛
渡
～
有
河
寄
港)
麻

生
～
潮
来
～
大
船
津(

鹿
島)

 

②
佐
原
～
牛
堀 

③
佐
原
～
十
六
島
～
潮
来
～
大
船
津 

④
浜
～

麻
生
～
牛
堀
～
潮
来
～
大
船
津 

一
方
、
東
京
通
運
と
銚
子
通
運
が
合
併
し
た

銚
子
合
同
汽
船
は
、
各
港
寄
港
の
⑤
銚
子
～
東

京 

⑥
銚
子
～
土
浦 

⑦
銚
子
～
高
浜 

⑧
銚

子
～
鉾
田
間
の
緩
行
船
を
就
航
さ
せ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
他
、
江
戸
崎
と
土
浦
と
を
結
ぶ
ロ
ー

カ
ル
便
を
運
行
す
る
会
社
も
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
④
の
浜
～
大
船
津
航
路
は
1932

年
頃
、

銚
子
合
同
汽
船
の
⑤
銚
子
～
東
京
航
路
は
1933

年

に
、
⑥
銚
子
～
土
浦 

⑦
銚
子
～
高
浜 

⑧
銚

子
～
鉾
田
の
航
路
も
、
程
な
く
廃
止
と
な
り
、

戦
時
中
に
は
、
水
郷
観
光
汽
船
の
船
も
一
部
徴

用
さ
れ
、
便
数
も
激
減
し
ま
し
た
。 

  

さ
つ
き
丸 

  
｢

さ
つ
き
丸｣

が
就
航
し
た
1932

年
の
初
夏
、
土

浦
中
学
で
も
、
早
速
、
こ
の
船
を
利
用
し
て
、

校
長
以
下
、
全
校
で｢

鹿
島
行｣

を
実
施
し
て
い

ま
す
。
1932

年
11

月
発
行
『
進
修
第
36

号
』
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
４
年
生
の
作
文
で
、
そ
の
行
程

を
辿
っ
て
み
ま
す
。 

 
｢

静
か
な
湖
上｣

４
年
秋
元
輝
夫
【
中
33
回
】 

 
｢

雨
が
降
り
、
雨
が
降
り
し
て
、
待
ち
に
待
つ

た
我
等
の
鹿
島
行
き
、
其
れ
は
遂
に
輝
か
し
い

朝
、
希
望
に
満
ち
た
朝
、
晴
れ
や
か
な
朝
と
な

つ
て
我
等
若
人
を
迎
へ
た
。 

 

我
等
は
此
の
清
き
空
気
を
吸
ひ
、
此
の
す
が

〱
し
く
生
々
と
し
た
周
囲
の
風
景
を
讃
美
し

な
が
ら
乗
船
し
た
。
汽
船
は
思
つ
た
よ
り
大
き

く
、
我
等
全
校
生
徒
【
当
時
の
生
徒
定
員
は

700
名
で
あ

っ
た
】
を
一
口
に
腹
の
中
に
を
さ
め
て
し
ま
つ
た
。

…
…
。｣

 

 
｢

湖
上
を
行
く｣

４
年
赤
根
宏
【
中
33
回
】 

｢

ジ
ヤ
ン

〱
〱
…
…
。
警
鐘
を
鳴
ら
し
な

が
ら
名
に
し
負
ふ
『
サ
ツ
キ
丸
』
は
湖
畔
を
は

な
れ
た
。
一
日
千
秋
の
思
ひ
で
、
来
る
日
も
来

る
日
も
楽
し
み
に
し
て
ゐ
た
鹿
島
行
は
、
い
よ

〱
今
日
决
行
せ
ら
れ
る
事
に
な
つ
た
の
だ
。

亀
城
七
百
の
若
人
を
の
せ
て
船
は
ゆ
る

〱
と

湖
上
を
う
ね
つ
て
行
く
。
微
動
だ
に
も
し
な
い

快
い
気
持
に
僕
は
自
分
の
存
在
を
も
忘
れ
て
四

囲
の
景
色
に
恍
惚
と
し
て
居
た
。
東
に
見
え
る

航
空
隊
の
水
上
飛
行
機
は
、
か
ら
り
と
晴
れ
渡

つ
た
初
夏
の
青
空
を
我
が
物
顔
に
悠
々
と
飛
び

ま
は
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
軽
快
な
プ
ロ
ペ
ラ
の
音

を
聞
い
て
居
る
と
、
僕
等
ま
で
が
機
上
の
人
の

様
な
感
が
す
る
。
男
性
的
な
波
の
音
。
一
つ
と

し
て
物
に
こ
だ
は
ら
な
い
軽
快
な
プ
ロ
ペ
ラ
の

音
。
あ
ゝ
実
に
痛
快
な
極
み
で
あ
る
。
別
け
て

飛
沫
を
上
げ
て
着
水
す
る
の
を
見
た
時
に
、
陸

上
で
な
ら
ま
だ
し
も
、
湖
上
で
の
眺
め
は
何
と

言
つ
て
よ
い
か
実
に
言
語
に
絶
し
て
ゐ
る
。
僕

等
の
視
界
に
は
自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
、

丁
度
活
動
写
真
の
様
に
次
か
ら
次
へ
と
転
回
さ

れ
て
行
き
、
見
る
物
み
な
若
人
の
血
潮
を
湧
き

立
た
せ
な
い
も
の
は
な
い
。
雷
気
満
ち
あ
ふ
れ

て
、
天
の
一
角
よ
り
黒
雲
の
む
く

〱
と
湧
き

立
つ
が
如
く
、
亦
大
海
原
を
う
ね
る
大
波
の
如

く
、
否
そ
れ
に
も
勝
つ
て
湧
き
起
つ
て
来
る
体

中
の
何
物
か
を
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。

す
つ
か
り
大
自
然
の
偉
大
さ
に
取
り
囲
ま
れ
て

も
は
や
逃
れ
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
つ
て
了
つ

た
の
だ
。
又
し
て
も
プ
ロ
ペ
ラ
の
軽
快
な
音
が

頭
上
を
か
す
め
飛
ん
で
行
く
。
湖
も
青
い
。
空

も
青
い
。
そ
の
中
で
飛
行
機
が
と
ん
ぼ
が
へ
り

を
す
る
。
―
―
朗
ら
か
だ
。｣

 

 

出
航
す
る
と
、
訓
練
中
の
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空

隊
水
上
班
の
水
上
機
が
飛
来
。
生
徒
た
ち
が
飛

行
機
が
見
え
る
右
側
に
寄
っ
た
た
め
に
、
右
舷

が
傾
斜
し
て
、
船
縁
を
水
が
洗
う
ほ
ど
で
し
た

が
、
生
徒
た
ち
の
目
は
水
上
機
に
釘
付
け
と
な

り
ま
し
た
。 

 
｢

船
の
中｣

４
年
櫻
井
武
雄
【
中
33
回
】 

｢

船
は
鏡
の
ご
と
き
水
面
を
気
持
よ
く
進
む
。

南
を
見
る
と
航
空
隊
の
水
上
機
が
水
煙
を
た
て

て
、
上
つ
た
り
下
り
た
り
し
て
、
そ
の
壮
観
は

口
舌
に
つ
く
さ
れ
な
い
。
中
に
は
我
々
の
頭
上

を
か
す
め
て
飛
び
去
る
も
の
も
あ
つ
た
。
そ
の

中
に
三
機
が
一
機
を
追
う
て
や
つ
て
き
た
。
そ

れ
で
船
長
が
こ
れ
は
一
機
の
後
に
袋
の
や
う
な

も
の
を
と
り
つ
け
て
、
後
の
三
機
が
こ
れ
を
追

う
て
機
関
銃
で
う
つ
、
練
習
を
し
て
ゐ
る
の
だ

と
説
明
し
て
く
れ
た
。
…
…
。｣

 
  

 
 

し
ば
ら
く
す
る
と
、
の
ど
か
な
湖
上
の
風
景

に
退
屈
を
覚
え
た
の
か
、
い
た
ず
ら
を
試
み
る

者
も
出
て
き
ま
す
。 

 
｢

船
中
の
雑
景｣

４
年
飯
塚
均
【
中
33
回
】 

｢

…
…
、
丁
度
、
三
、
四
人
、
サ
イ
ダ
ー
瓶
を

真
中
に
何
か
紙
片
に
書
い
て
ゐ
る
。
僕
は
ソ
ツ

と
覗
い
て
見
た
。
何
か
遺
書
ら
し
い
も
の
を
書

い
て
ゐ
る
。
た
し
か
瓶
に
入
れ
て
、
水
に
投
げ

る
ら
し
い
。『
良
い
ぞ
』
声
の
主
は
緑
の
瓶
を
肩

越
し
に
ポ
ン
と
投
げ
た
。
投
げ
ら
れ
た
瓶
は
波

に
か
ぶ
せ
ら
れ
て
、
泡
の
中
に
ポ
ツ
カ
リ
浮
い

第１５９号 

号 
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旅客船「さつき丸」 
 水郷観光汽船は、1932［昭和７］年にディーゼルエンジンを搭載し
た鋼鉄旅客船「さつき丸」と「あやめ丸」との２隻を霞ヶ浦に就航さ
せました。中でも、「さつき丸」は、２基のディーゼルエンジンと２軸
のスクリューとを備え、総トン数は 155 トン。喫水(船舶が水上にある
際に船体が沈む深さ。即ち、水面から船体の一番下までの垂直距離)の
浅い船としては、本邦最大級で、長さ 50ｍ(戦後 30ｍに短縮された)、
一部３階建てで、｢霞ヶ浦の女王｣・｢水郷の女王｣と呼ばれました。 
引用文中の旧字体は新字体に改めました。 

 なお、引用文中の【  】内は筆者による注記です。 

（土浦一高・旧土浦中学とその周辺の物語） 

2022（令和４）年９月６日   
茨城県立土浦第一高等学校  
進修同窓会旧本館活用委員会  
ＨＰ  http:www.sin-syu.jp/ 
 

進修同窓会 HPにアクセス 

「あやめ丸」（右上）と「さつき丸」（左下） 



  

 
浮島水泳場と桟橋 
桟橋の先端に水郷汽船の船が見える 

た
。
其
の
上
を
轟
音
と
共
に
飛
行
機
の
影
が
さ

つ
と
黒
く
さ
し
た
。
見
上
げ
る
と
二
、
三
台
演

習
を
し
て
ゐ
る
。
一
台
の
尾
端
に
赤
い
も
の
が

つ
い
た
の
を
他
の
機
が
追
つ
て
ゐ
る
。『
銀
翼
光

る
爆
撃
機
』
と
云
ふ
歌
が
、
の
ど
か
ら
あ
ふ
れ

出
た
。
…
…
。｣

 

 
｢

さ
つ
き
丸｣

は
三
叉
沖
を
過
ぎ
、
霞
ヶ
浦
を

縦
断
。
牛
堀
か
ら
潮
来
を
経
て
、
鹿
島
大
船
津

に
向
か
い
ま
す
。 

 
｢

船
上
に
て｣

４
年
大
沼
純
一
【
中
33
回
】 

｢

…
…
、
一
時
間
後
船
は
真
菰
の
生
え
た
細
い

水
路
に
入
つ
て
ゐ
た
。
水
郷
の
子
等
が
人
懐
し

げ
な
目
を
し
て
対
岸
よ
り
手
を
あ
げ
て
何
か
叫

ん
で
ゐ
る
。
何
だ
か
涙
ぐ
ま
し
い
気
持
に
な
つ

た
。
日
は
照
り
、
笠
を
冠
つ
た
田
植
人
が
腰
を

の
ば
し
、
矢
張
僕
等
の
船
を
見
て
ゐ
た
。
一
面

は
金
波
、
銀
波
で
あ
る
広
い
水
路
に
出
た
時
僕

は
船
内
に
入
つ
て
休
ん
で
ゐ
た
。 

 

エ
ン
ヂ
ン
は
か
は
り
な
く
響
き
、
我
等
の
汽

船
は
す
べ
る
が
如
く
ひ
と
り
動
い
て
ゐ
た
。｣

 

 

さ
つ
き
丸
が
鹿
島
大
船
津
の
小
さ
な
桟
橋
に

接
岸
す
る
と
、
５
年
生
か
ら
次
々
と
上
陸
し
、

長
蛇
の
列
と
な
っ
て
鹿
島
神
宮
へ
向
か
い
ま
す
。

途
中
、
藤
原
鎌
足
の
生
誕
地
と
さ
れ
る
所
や
古

刹
根
本
寺
を
拝
観
。
し
ば
ら
く
し
て
大
鳥
居
の

前
に
至
り
、
側
の
広
場
に
集
合
す
る
と
、
丁
度
、

新
任
の
茨
城
県
知
事
阿
部
嘉
七
閣
下
が
参
拝
中

で
あ
っ
た
の
で
、
生
徒
た
ち
は
閣
下
に
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
、
そ
の
後
、
神
前
に
ぬ
か
ず
い
て

武
運
の
長
久
を
祈
願
し
、
校
長
先
生
が
玉
串
を

奉
奠
さ
れ
ま
し
た
。
参
拝
後
、
鹿
島
の
名
所
で

あ
る
、
御
手
洗
、
要
石
、
佐
久
良
東
雄
が
寄
進

し
た
桜(

東
雄
櫻)

、
塚
原
卜
伝
碑
を
見
学
し
、
汽

船
に
戻
り
、
帰
途
に
就
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
も
、
土
浦
中
学
で
は
、
遠
足
で
水
郷

観
光
汽
船
を
利
用
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
戦

前
で
は
、
1941
［
昭
和
16
］
年
に
２
年
生
200

名
が｢

あ

や
め
丸｣

を
利
用
し
た
の
が
、
最
後
と
な
り
ま
し

た(

1942

年
２
月
発
行
『
進
修
第
45
号
』｢

鹿
島
行
き｣

２
乙 

佐
藤
清
【
中
44
回
】)

。 

 

な
お
、｢

さ
つ
き
丸｣

は
、
戦
時
中
に
徴
用
さ

れ
、
輸
送
船
・
病
院
船
と
し
て
沖
縄
な
ど
の
戦

地
に
赴
き
ま
し
た
。
１
階
の
窓
を
全
て
ベ
ニ
ヤ

板
で
塞
ぎ
、
船
底
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
て

重
心
を
下
げ
、｢

女
王｣

と
は
程
遠
い
姿
で
太
平

洋
を
渡
っ
た
と
言
い
ま
す
。
内
地
へ
向
け
て
の

航
行
中
に
機
銃
掃
射
を
受
け
、
上
階
部
分
は
原

形
を
留
め
な
い
程
の
無
残
な
姿
で
、
霞
ヶ
浦
に

戻
っ
て
来
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

戦
後
の
霞
ヶ
浦
航
路 

 

戦
後
、
市
民
生
活
が
落
ち
着
く
と
、
水
郷
観

光
汽
船
は
、
水
泳
客
(注)

や
水
郷
観
光
を
目
的
と

し
た
航
路
を
設
定
し
ま
し
た
が
、
や
が
て
経
営

不
振
に
陥
り
、
1952

［
昭
和
27
］
年
に
、｢

あ
や
め

丸｣

を
三
重
県
鳥
羽
の
観
光
船
会
社
に
売
却
す

る
と
、
バ
ス
を
運
行
し
て
い
た
水
郷
観
光
を
合

併
。
新
た
に
大
型
バ
ス
６
台
を
購
入
し
て
、｢

水

郷
観
光
交
通｣

を
設
立
し
ま
し
た
。
水
陸
両
交
通

の
連
携
が
功
を
奏
し
、
息
を
吹
き
返
し
た
水
郷

観
光
交
通
は
、
1965

［
昭
和
40
］
年
、｢

水
郷
汽
船

株
式
会
社｣

と
社
名
を
変
更
し
、
バ
ス
会
社
と
は

経
営
を
別
に
し
、｢

さ
つ
き
丸｣

・｢

や
よ
い
丸｣

・

｢

う
き
し
ま
丸｣
・｢

か
す
み
丸｣

、
土
浦
～
潮
来

間
を
僅
か
１
時
間
20

分
で
走
る｢

快
速
あ
や
め

丸｣

、
鋼
鉄
船
の｢
新
か
し
ま
丸｣

な
ど
を
運
航
し
、

戦
後
の
束
の
間
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

の
頃
の
定
期
航
路
は
、
水
泳
客
を
優
先
す
る
た

め
、
土
浦
～
浮
島
～
麻
生
～
牛
堀
～
潮
来
と
、

牛
堀
か
ら
佐
原
市
の
閘
門
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

              

土
浦
一
高
で
も
春
の
遠
足
で
、
水
郷
汽
船
を

何
度
か
利
用
し
て
い
ま
す
。
高
19
回
生
３
年
次

の
1966
［
昭
和
41
］
年
の
遠
足
で
は
、「
さ
つ
き
丸
」

を
利
用
し
、
鹿
島
ま
で
出
向
い
て
い
ま
す
。
天

気
晴
朗
に
し
て
波
静
か
な
る
湖
面
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
何
故
か
、
〞
船
酔
い
〝
で
赤
ら
顔
の

生
徒
が
何
人
も
出
現
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
水
郷
汽
船
の
利
用
は
、
翌
年
に
高
20
回
生

が
潮
来
ま
で
乗
っ
て
、
鹿
島
・
香
取
に
出
向
い

た
の
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。 

水
泳
客
や
遊
覧
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
水
郷
汽

船
で
し
た
が
、
湖
岸
の
道
路
が
整
備
さ
れ
る
と
、

客
を
次
第
に
バ
ス
に
奪
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
1967

年
頃
か
ら
は
、
大
腸
菌
が
増
加
す
る

な
ど
、
霞
ヶ
浦
の
汚
濁
が
顕
在
化
し
、
1973

年
夏
に

は
、
ア
オ
コ
が
初
め
て
異
常
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
各
水
泳
場
は
、
次
々
と
遊
泳
不
適

と
な
り
、
1969

年
、
浮
島
の｢

水
の
家
水
泳
場｣

が
廃

止
さ
れ
る
と
、
客
足
は
急
速
に
衰
え
、
最
後
ま

で
残
っ
た
歩
崎
水
泳
場
が
1974

年
に
閉
鎖
さ
れ
る

と
、
翌
年
の
９
月
30

日
の
潮
来
発
土
浦
行
き
を

最
後
に
、
霞
ヶ
浦
航
路
は
、
百
有
余
年
の
歴
史

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 

霞
ヶ
浦
に
は
、
霞
ヶ
浦
航
路
の
他
に
、
田
伏

～
高
須
、
柏
崎
～
浜
な
ど
の
、
各
地
に
渡
船
が

存
在
し
て
お
り
、
高
度
経
済
成
長
期
の
1965

年
に
は
、

出
島
村
柏
崎(

現
か
す
み
が
う
ら
市
柏
崎)

と
玉
造
町

浜(

現
行
方
市
浜)

と
を
結
ぶ
県
営
渡
船｢

出
島
丸｣

が
就
航
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
木
造
船
で
一
日

往
復
７
な
い
し
８
便
が
、
無
料
で
運
航
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

            

 

柏
崎
か
ら
自
転
車
を
積
み
玉
造
工
高
へ
通
学

す
る
生
徒
や
、
鹿
島
参
宮
鉄
道
浜
駅
か
ら
石
岡

へ
通
う
人
た
ち
で
、
港
は
朝
か
ら
ご
っ
た
返
し
、

悪
天
候
で
船
が
遅
延
し
た
時
に
は
、｢

遅
刻｣

に

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
1987
［
昭
和
62
］

年
３
月
３
日
に
霞
ヶ
浦
大
橋
が
開
通
す
る
と
、

同
日
17

時
10

分
柏
崎
発
を
最
後
に
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。 

                  

(注)
水
泳
客
（
霞
ヶ
浦
の
湖
水
浴
場
） 

 

霞
ヶ
浦
は
、
沿
岸
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
砂
浜
が
あ
れ
ば
ど

こ
で
あ
ろ
う
と
そ
こ
が
水
泳
場
で
あ
った
が
、
霞
ヶ
浦
に
本
格
的
な
レ

ジ
ャ
ー
用
水
泳
場
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
大
正
末
か
ら
昭
和
の
初
め

と
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
霞
ヶ
浦
は
泳
ぐ
こ
と
の
で
き
る
綺
麗
な
湖
で
、

そ
の
水
は
飲
料
水
と
し
て
も
用
い
ら
れ
、
井
戸
水
よ
り
美
味
し
い
と

も
言
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
水
泳
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
は
、
水
が
綺

麗
な
だ
け
で
は
な
く
、
湖
岸
と
湖
底
の
地
形
と
地
質
も
水
泳
場
に
適

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
主
な
水
泳
場
と
し
て
は
、
出
島
村
の
歩
崎
、

玉
造
町(

現
行
方
市)

の
桃
浦
・
高
須
、
麻
生
町(

現
行
方
市)

の
天
王

崎
、
牛
堀
町(

現
潮
来
市)

の
鳴
津
、
桜
川
村(

現
稲
敷
市)

の
浮
島
、

美
浦
村
の
木
原
・
大
山
、
土
浦
市
の
神
林
・
大
岩
田
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
、
浮
島
・天
王
崎
・歩
崎
・桃
浦
な
ど
に
は
、
脱
衣
所
・シ
ャ
ワ
ー
・売

店
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
浮
島
に
は
、
湖
岸
に
茅
葺
き
の
バ

ン
ガ
ロ
ー
が
建
ち
並
ん
で
い
た
が
、
遠
浅
の
た
め
水
郷
汽
船
は
接
岸
で

き
ず
、
100
ｍ
ほ
ど
の
桟
橋
が
沖
に
向
か
って
延
び
て
い
た
。 
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